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縄文人の食生活：里浜縄文人の場合
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泥炭層の調査



















縄文人の由来：アフリカ単一起源仮説

• イヴ仮説ともいう。遺伝子研究から登場
• カリフォルニア大学バークレー校のレベッカ・キャンとアラ

ン・ウィルソンのグループは、できるだけ多くの民族を含む
147人のミトコンドリアDNAの塩基配列を解析した。これを元
に彼らは全てのサンプルを解析し系統樹を作成した。すると、
人類の系図は二つの大きな枝にわかれ、ひとつはアフリカ人の
みからなる枝、もう一つはアフリカ人の一部と、その他すべて
の人種からなる枝であることがわかった。これはすなわち全人
類に共通の祖先のうちの一人がアフリカにいたことを示唆する。
このように論理的に明らかにされた古代の女性に対して名付け
られた名称が「ミトコンドリア・イブ」である。



“News Week”誌（１９８８年１月１１日号）表紙のアフリカのアダムとイブ





2022年のノーベル生理学・医学賞を受賞したのはスウェーデン出
身でドイツのマックス・プランク研究所のスバンテ・ペーボ博士
です。 ペーボ博士はゲノム比較によって、現代人のゲノムに絶滅
したネアンデルタール人やデニソワ人の遺伝情報の一部が残って
いることを明らかにしました。



第2次アウトオブアフリカ







日本人形成の二重構造モデル

• 埴原和郎（東京大学名誉教授）の説
• 日本列島には後期旧石器時代以来ホモ･サピエンス（古モンゴ

ロイド）が居住。狩猟採集経済。移動生活。
• 温暖化した環境に伴い、狩猟採集・定住生活の縄文時代に移行

する。縄文文化を支えたのは旧石器時代以来列島に居住してい
た人々である。彼らは縄文人と呼ばれる。縄文人の形質は列島
を通じて均質である。





弥生時代の始まり

• 弥生時代は水田稲作に支えられた生産経済である。
• 水田稲作などの技術を列島にもたらしたのは大陸からの渡来人

（新モンゴロイド）である。
• 弥生時代には北九州には渡来系弥生人、九州南部、本州には縄

文系弥生人が居住していた。
• その後も多くの渡来人が日本にやってきて、渡来系の形質が広

まった。



遺伝人類史上の縄文人の位置付け

• アフリカを出たホモ・サピエンスがユーラシア大陸の西と東に
拡散（5万年前から10万年前）

• 東へ拡散した人類が南のサフル大陸（オーストラリア、ニュー
ギニア）へ拡散（約5万年前）

• 東ユーラシア北部に広がった人類の一部が日本列島に侵入し
（３～4万年前）、縄文人へと進化する。

• 東ユーラシア北部の人類がベーリング海峡を渡りアメリカ大陸
へ移住（1万５千年前）。



アフリカか
らの分岐

ユーラシア東

ユーラシア西

サフル大陸

アメリカ大陸

5万年以上前

3万年以上前

1万５千年前

10万年以上前

會田一部改変

西ユーラシア集団

東ユーラシア集団


